
　
本
書
は
著
者
が
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
度
に
駒
澤
大
学
へ
提
出
さ
れ
た
博
士
論
文
「
禅
宗
の
地
域
展
開
―
曹
洞
宗
を
中
心
と
し
て
―
」

の
一
部
を
改
編
・
補
正
・
加
筆
し
、
博
士
論
文
提
出
以
降
発
表
し
た
論
文
の
ほ
か
、
さ
ら
に
新
稿
を
加
え
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
著
者
の
遠
藤
廣
昭
氏
は
駒
澤
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
日
本
史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
を
満
期
退
学
し
て
後
、
角
川
文
化
振
興
財
団
で

の
地
名
辞
典
の
編
纂
、
東
京
都
江
東
区
文
化
財
専
門
員
、
横
浜
市
歴
史
博
物
館
の
開
設
準
備
室
に
関
わ
り
、
開
館
後
は
同
館
に
お
け
る
資
料
収

集
保
管
・
調
査
研
究
・
企
画
展
示
を
担
当
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
公
益
財
団
法
人
横
浜
市
ふ
る
さ
と
歴
史
財
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
勤
務

す
る
ほ
か
、『
永
平
寺
史
料
全
書
』の
編
纂
、そ
の
他
数
多
く
の
自
治
体
史
の
編
纂
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
。氏
は
駒
澤
大
学
の
学
部
生
時
代
か
ら
、

曹
洞
宗
の
地
域
展
開
史
を
研
究
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
お
よ
そ
五
十
年
近
く
調
査
研
究
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
。

　
本
書
の
構
成
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
序
章　
中
世
曹
洞
宗
地
域
展
開
史
研
究
の
視
角
と
方
法

第
一
編　
関
東
・
甲
信
越
地
方
を
中
心
と
し
た
曹
洞
宗
の
展
開

　
第
一
章　
越
後
上
杉
氏
領
国
下
に
お
け
る
曹
洞
宗
の
展
開

　
第
二
章　
関
東
管
領
・
越
後
上
杉
氏
と
雲
洞
庵

　
第
三
章　
中
世
末
期
の
争
乱
と
曹
洞
宗
寺
院
の
動
向

　
　
―
北
・
東
信
濃
地
方
を
中
心
と
し
て
―

廣
　
瀬
　
良
　
文

〔
書　

評
〕遠

藤
廣
昭
著
『
中
世
曹
洞
宗
の
地
域
展
開
と
輪
住
制
』
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第
四
章　
天
英
祥
貞
の
行
状
に
つ
い
て

　
第
五
章　
戦
国
期
の
村
落
と
曹
洞
宗
寺
院

　
　
―
伊
豆
国
横
川
太
梅
寺
を
事
例
と
し
て
―

　
第
六
章　
中
世
末
南
武
蔵
に
お
け
る
曹
洞
宗
如
仲
下
崇
芝
派
の
展
開
と
小
机
雲
松
院

　
第
七
章　
禅
僧
の
俗
縁
と
移
動

　
　
―
全
岩
東
純
を
事
例
と
し
て
―

　
第
八
章　
曹
洞
禅
僧
の
集
団
移
動

　
　
―
周
防
国
禅
昌
寺
開
山
慶
屋
定
紹
を
事
例
と
し
て
―

第
二
編　
曹
洞
宗
の
展
開
と
輪
住
制

　
第
一
章　
相
模
国
最
乗
寺
本
庵
の
輪
住
制

　
第
二
章　
相
模
国
最
乗
寺
脇
寮
大
慈
院
・
報
恩
院
の
輪
住
制

　
第
三
章　
戦
国
大
名
武
田
氏
の
曹
洞
宗
統
制
と
最
乗
寺
輪
住
問
題

　
　
―
拈
笑
派
信
濃
国
定
津
院
・
甲
斐
国
興
因
寺
の
争
論
を
中
心
と
し
て
―

　
第
四
章　
周
防
国
闢
雲
寺
の
輪
住
制

　
第
五
章　
越
前
国
龍
沢
寺
輪
住
制
の
展
開
と
傑
堂
・
如
仲
門
派
の
対
応

　
第
六
章　
遠
江
国
一
雲
斎
の
輪
住
制

　
第
七
章　
遠
江
国
石
雲
院
の
輪
住
制

　
第
八
章　
三
河
国
龍
渓
院
輪
住
制
と
地
域
社
会

　
　
―
「
祠
堂
帳
」
の
分
析
を
中
心
と
し
て
―

　
結
章　
中
世
曹
洞
宗
の
地
域
展
開
と
輪
住
制
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本
書
で
は
、
曹
洞
禅
僧・禅
寺
が
中
世
後
期
の
地
域
社
会
に
果
た
し
た
役
割
を
解
明
す
る
た
め
に
、
特
に
次
の
二
つ
の
視
点
を
掲
げ
て
い
る
。

①
展
開
地
域
に
よ
る
曹
洞
宗
の
受
容
層
・
受
容
理
由
等
の
地
域
的
差
異
を
事
例
に
基
づ
き
検
証
す
る
こ
と
。
②
各
派
で
行
わ
れ
て
い
た
輪
住
制

度
の
実
態
解
明
で
あ
る
。
特
に
、
寺
院
側
・
大
名
側
が
輪
住
制
に
如
何
に
対
し
た
か
で
あ
る
。

　
本
書
は
二
編
で
構
成
さ
れ
、
一
編
は
そ
れ
ぞ
れ
八
章
に
よ
り
成
る
。
第
一
編
は
「
関
東
・
甲
信
越
地
方
を
中
心
と
し
た
曹
洞
宗
の
展
開
」
と

題
し
、
関
東
・
甲
信
越
地
方
を
事
例
と
し
て
考
察
を
進
め
て
い
る
。
第
一
章
で
は
、
越
後
国
に
お
け
る
領
主
層
の
曹
洞
宗
受
容
に
つ
い
て
考
察

し
、
越
後
北
部
と
中
南
部
で
は
そ
の
展
開
に
明
ら
か
な
違
い
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
越
後
北
部
の
国
人
層
は
、
太
源
下
傑
堂
派
の
末

寺
を
建
立
し
結
束
し
た
が
、
越
後
中
部
の
北
条
・
安
田
毛
利
氏
な
ど
は
、
府
中
長
尾
氏
の
菩
提
寺
で
あ
っ
た
林
泉
寺
の
系
統
の
寺
院
を
菩
提
寺

と
し
て
建
立
し
て
い
っ
た
と
い
う
。
曹
洞
宗
各
派
の
教
線
拡
大
は
、
地
域
の
政
治
・
社
会
状
況
に
よ
り
影
響
を
受
け
て
い
た
と
す
る
。

　
第
二
章
で
は
、関
東
管
領
山
内
上
杉
氏・越
後
守
護
上
杉
氏
、魚
沼
郡
の
在
地
領
主
層
が
外
護
し
た
雲
洞
庵
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

雲
洞
庵
は
、
永
正
の
乱
ま
で
関
東
管
領
家
・
被
官
層
・
在
地
領
主
、
さ
ら
に
は
越
後
守
護
上
杉
氏
に
よ
っ
て
外
護
さ
れ
た
寺
院
で
あ
る
。
乱
以

後
、
関
東
管
領
家
の
支
配
は
後
退
し
た
も
の
の
、
長
尾
氏
の
保
護
を
受
け
た
こ
と
も
あ
り
、
廃
退
を
免
れ
て
い
る
。
一
方
で
雲
洞
庵
の
末
寺
の

展
開
を
み
る
と
、
上
田
長
尾
氏
が
雲
洞
庵
末
の
菩
提
寺
を
建
立
す
る
の
は
遅
く
、
ま
た
中
世
に
上
田
衆
が
末
寺
を
開
山
し
た
痕
跡
も
明
確
で
は

な
い
と
い
う
。
こ
れ
は
、
雲
洞
庵
が
庄
内
の
菩
提
寺
的
機
能
と
役
割
を
一
定
期
間
担
っ
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。

　
第
三
章
で
は
戦
国
大
名
甲
斐
武
田
氏
の
曹
洞
宗
統
制
の
展
開
と
、
戦
乱
期
に
お
け
る
曹
洞
宗
寺
院
荒
廃
回
避
策
に
つ
い
て
述
べ
る
。
通
幻
下

了
庵
派
・
天
真
派
の
教
線
が
展
開
し
た
信
濃
国
北
・
東
部
で
あ
る
が
、
武
田
信
玄
が
同
地
域
を
支
配
下
に
お
さ
め
る
と
、
天
真
派
の
龍
雲
寺
住

持
を
放
逐
し
、
太
源
派
で
あ
る
越
後
雲
洞
庵
の
北
高
全
祝
を
住
持
と
し
て
領
国
内
の
曹
洞
宗
を
統
括
す
る
僧
録
司
と
し
た
。
武
田
氏
滅
亡
後
、

北
高
全
祝
は
、
寺
院
の
荒
廃
を
回
避
す
べ
く
奔
走
し
、
入
れ
替
わ
る
戦
国
大
名
か
ら
次
々
と
寺
領
安
堵
を
得
た
と
い
う
。
ま
た
、
佐
久
郡
貞
祥

寺
の
一
派
は
、
貞
祥
寺
を
中
心
と
し
、
開
山
の
弟
子
達
が
開
創
し
て
い
っ
た
関
係
寺
院
を
間
隔
を
開
け
る
こ
と
な
く
住
持
し
、
住
持
不
在
の
た

め
に
衰
退
・
荒
廃
す
る
こ
と
を
一
派
団
結
し
て
防
い
で
い
た
と
す
る
。

　
第
四
章
で
は
、
信
濃
国
龍
雲
寺
を
中
心
と
し
て
信
濃
国
北
・
東
部
に
、
上
野
国
長
源
寺
・
下
野
国
成
高
寺
等
を
中
心
に
北
関
東
で
活
躍
し
た

天
真
派
天
英
祥
貞
の
活
動
を
そ
の
行
状
か
ら
み
る
。
天
英
は
、
信
濃
国
大
井
氏
、
上
野
国
に
お
い
て
は
守
護
上
杉
氏
、
依
田
氏
、
高
田
氏
、
下
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野
国
に
お
い
て
は
宇
都
宮
・
芳
賀
氏
、
足
利
長
尾
氏
、
都
賀
郡
の
壬
生
氏
ら
と
関
係
を
持
ち
、
さ
ら
に
は
常
陸
国
佐
竹
氏
一
族
ら
と
香
語
・
二

字
書
の
作
成
な
ど
を
通
し
て
親
交
を
持
っ
た
こ
と
を
論
証
し
た
。
天
英
の
一
連
の
活
発
な
活
動
が
、
そ
の
後
の
同
地
域
に
お
け
る
天
真
派
発
展

の
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
と
し
た
。

　
第
五
章
で
は
、
伊
豆
国
太
梅
寺
を
事
例
と
し
、
戦
国
期
の
村
落
に
お
け
る
曹
洞
禅
僧
の
活
動
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
寺
伝
に
よ
れ
ば
同
寺
は

真
言
宗
か
ら
臨
済
宗
を
経
て
戦
国
時
代
末
期
に
曹
洞
宗
に
改
宗
さ
れ
た
と
い
う
。
曹
洞
宗
改
宗
以
前
か
ら
同
寺
は
至
近
に
位
置
す
る
諏
訪
神
社

の
別
当
職
を
勤
め
て
お
り
、
そ
れ
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
よ
り
、
ま
ず
は
神
社
を
信
仰
す
る
領
主
・
庶
民
層
の
宗
教
的
欲
求
に
応
え
つ
つ
、
寺
領

寄
進
を
得
て
い
き
、
さ
ら
に
地
域
の
他
の
神
社
と
も
同
様
の
関
係
を
持
ち
つ
つ
、
庚
申
信
仰
な
ど
地
域
の
様
々
な
要
求
に
応
じ
て
い
っ
た
と
い

う
。

　
第
六
章
で
は
、
武
蔵
国
小
机
雲
松
院
を
事
例
と
し
て
、
遠
江
国
石
雲
院
の
崇
芝
下
季
雲
派
の
武
蔵
・
相
模
国
へ
の
展
開
、
北
条
氏
等
の
外
護

者
と
の
関
係
を
検
討
す
る
。
同
寺
は
北
条
氏
・
笠
原
氏
ら
の
外
護
を
受
け
て
い
た
。
し
か
し
一
方
で
雲
松
院
と
同
開
山
で
あ
る
心
源
院
・
天
応

院
は
石
雲
院
輪
住
を
勤
め
る
が
、
雲
松
院
は
近
世
初
頭
に
な
る
ま
で
輪
住
を
勤
め
て
い
な
い
。
中
世
後
期
に
は
輪
住
を
勤
め
る
基
盤
を
有
し
て

い
た
は
ず
の
雲
松
院
で
あ
る
が
、
天
応
院
・
心
源
院
を
中
心
と
し
た
石
雲
院
輪
住
が
す
で
に
固
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
、
そ
の
要
因
と
し
た
。

　
第
七
章
で
は
、
出
羽
国
寒
河
江
の
大
江
氏
出
身
の
全
岩
東
純
を
事
例
と
す
る
。
全
岩
は
長
門
国
大
寧
寺
の
住
持
と
な
る
が
、
そ
れ
は
同
じ
大

江
一
族
で
あ
る
寒
河
江
氏
と
毛
利
氏
が
同
族
と
い
う
俗
縁
に
よ
る
と
推
測
し
た
。
長
享
三
年
（
一
四
八
九
）
守
護
大
内
政
弘
に
よ
る
大
寧
寺
宛

の
寄
進
状
に
よ
れ
ば
、
出
羽
国
人
寒
河
江
氏
の
大
江
知
広
が
二
親
追
養
の
た
め
に
田
地
を
大
寧
寺
に
寄
進
す
る
望
み
を
持
ち
、
そ
れ
を
全
岩
が

大
内
氏
に
伝
え
、
大
内
氏
か
ら
大
寧
寺
に
寄
進
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
寄
進
地
は
安
芸
毛
利
氏
の
厚
母
氏
の
領
地
で
あ
っ
た
と
い
う
。

鎌
倉
時
代
か
ら
の
俗
縁
を
背
景
に
し
て
禅
僧
が
移
動
し
寄
進
を
受
け
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

　
第
八
章
は
、
明
峰
派
の
慶
屋
定
紹
と
そ
の
弟
子
達
の
寺
院
開
創
を
事
例
と
す
る
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
北
陸
地
方
出
身
で
あ
り
、
慶
屋
が
禅
昌

寺
を
開
創
し
、
同
寺
を
中
心
と
し
て
末
寺
の
輪
住
制
を
と
っ
た
。
禅
僧
個
人
の
移
動
と
い
っ
た
事
例
だ
け
で
は
な
く
、
師
が
弟
子
達
と
と
も
に

集
団
で
移
動
し
、
拠
点
寺
院
お
よ
び
末
寺
を
開
創
し
て
い
っ
た
事
例
が
存
在
す
る
と
し
た
。

　
第
二
編
で
は
、
曹
洞
宗
の
輪
住
制
度
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
瑩
山
が
能
登
国
永
光
寺
で
始
め
た
輪
住
制
は
各
門
派
の
中
心
寺
院
に
お
い
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て
行
わ
れ
た
。
そ
の
意
義
は
、
門
派
分
裂
の
回
避
、
名
誉
の
配
分
、
一
人
前
の
禅
僧
と
し
て
の
立
場
を
与
え
る
こ
と
、
僧
侶
の
移
動
・
交
流
で

得
た
情
報
が
地
域
活
動
に
も
役
立
て
ら
れ
た
こ
と
に
あ
り
、
曹
洞
宗
の
展
開
に
大
き
な
役
割
を
も
っ
た
と
い
う
。

　
第
一
章
で
は
、
相
模
国
最
乗
寺
本
庵
の
輪
住
制
に
つ
い
て
そ
の
仕
組
み
等
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
特
に
「
輪
住
帳
」
の
分
析
を
通
し
て
、
輪

住
の
実
態
を
具
体
的
に
解
明
す
る
。
た
と
え
ば
、
時
代
が
経
過
す
る
と
、
本
来
は
輪
住
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
僧
侶
が
示
寂
す
る
な
ど
、
輪
住

の
番
に
当
っ
て
も
、
そ
の
僧
侶
が
勤
め
ら
れ
な
い
と
い
う
状
況
に
な
っ
た
。
す
る
と
輪
住
に
は
す
で
に
死
去
し
た
僧
侶
の
名
を
記
し
つ
つ
、
実

際
に
輪
住
し
た
僧
侶
は
「
代
住
」「
代
勤
」
等
と
記
し
た
と
い
う
。
自
分
が
死
去
し
て
い
よ
う
と
、
そ
の
名
が
輪
住
帳
に
記
さ
れ
て
い
く
仕
組

み
で
あ
り
「
前
最
乗
」
の
称
号
を
得
て
、
名
誉
に
あ
ず
か
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
ま
た
残
存
す
る
「
内
書
」「
請
状
」「
返
書
」
か
ら
住
持

の
任
命
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。
最
乗
寺
住
持
職
の
任
命
は
現
住
に
よ
っ
て
、
遅
く
と
も
輪
住
二
年
前
ま
で
に
「
内
書
」
が
、
さ
ら
に
輪
住
相

当
年
の
前
年
、
つ
ま
り
一
年
前
に
は
「
請
状
」
が
発
給
さ
れ
、
請
状
を
受
け
た
寺
院
は
、「
返
書
」
を
も
っ
て
答
え
る
仕
組
み
が
中
世
に
は
成

立
し
て
い
た
と
い
う
。

　
第
二
章
で
は
、
最
乗
寺
本
庵
の
脇
寮
で
あ
る
大
慈
院
と
報
恩
院
の
輪
住
制
に
つ
い
て
分
析
し
た
。
両
院
は
降
山
年
に
住
持
の
記
載
が
な
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
報
恩
院
は
一
住
持
に
よ
る
複
数
年
の
輪
住
が
行
わ
れ
た
り
、
一
年
を
二
名
の
僧
侶
が
折
半
か
あ
る
い
は
二
名
で
お

互
い
通
年
輪
住
し
た
年
も
あ
り
、
あ
る
い
は
実
際
に
輪
住
を
勤
め
な
か
っ
た
派
・
住
持
名
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
し
た
。
ま
た
二
院

の
役
割
で
あ
る
が
、
天
正
十
二
年
の
「
最
乗
寺
永
高
等
連
署
状
」
の
発
給
形
態
か
ら
、
一
山
の
意
思
決
定
に
二
院
が
参
画
し
て
い
た
と
い
う
。

　
第
三
章
で
は
、
最
乗
寺
輪
住
を
め
ぐ
る
甲
斐
武
田
氏
領
国
に
展
開
す
る
了
庵
下
拈
笑
派
の
派
頭
信
濃
国
定
津
院
と
、
そ
の
末
寺
甲
斐
国
興
因

寺
の
争
論
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
武
田
氏
に
と
っ
て
は
、
小
田
原
北
条
氏
の
支
配
領
域
内
に
あ
る
最
乗
寺
へ
の
輪
住
で
あ
る
が
、
信
濃
国

龍
雲
寺
の
北
高
全
祝
を
僧
録
司
と
し
て
、
領
国
内
の
曹
洞
宗
統
制
を
行
う
武
田
氏
は
、
全
祝
を
通
じ
て
門
派
内
で
の
解
決
を
要
求
す
る
干
渉
を

行
っ
た
と
い
う
。全
祝
を
通
し
て
了
庵
派
の
中
心
寺
院
で
あ
っ
た
武
蔵
国
龍
穏
寺
と
遠
江
国
乗
安
寺（
の
ち
の
下
総
国
総
寧
寺
）に
問
題
を
伝
え
、

派
内
で
解
決
す
る
よ
う
介
入
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
問
題
の
解
決
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
輪
住
が
な
さ
れ
、
最
乗
寺
に
お
い
て
外
護
者
同
士

が
合
戦
す
る
と
い
う
自
体
に
発
展
し
、
定
津
院
側
に
は
北
条
氏
の
家
臣
松
田
氏
な
ど
が
加
勢
す
る
事
態
と
な
っ
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
家
臣
団

の
分
断
や
領
国
を
越
え
た
問
題
に
発
展
す
る
危
険
性
こ
そ
が
、
戦
国
大
名
が
領
国
下
の
宗
教
統
制
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
で
あ
っ
た
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と
指
摘
す
る
。

　
第
四
章
で
は
、
九
州
・
中
国
・
四
国
地
方
に
展
開
を
遂
げ
た
通
幻
下
石
屋
派
の
周
防
国
闢
雲
寺
の
輪
住
制
に
つ
い
て
輪
住
の
実
態
と
、
大
内

氏
側
の
対
応
に
つ
い
て
論
述
し
た
。
大
内
政
弘
の
外
護
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
同
寺
は
、
石
屋
下
覚
隠
派
に
よ
り
輪
住
制
が
敷
か
れ
た
が
、
大
内

義
隆
は
住
持
職
の
補
任
権
を
掌
握
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
輪
住
地
を
取
り
立
て
、
さ
ら
に
「
定
」
を
制
定
し
て
近
隣
の
有
力
末
寺
に
輪
住
を

義
務
づ
け
、
闢
雲
寺
の
輪
住
制
に
介
入
し
た
。
さ
ら
に
大
内
氏
の
後
を
受
け
た
毛
利
氏
も
、
同
様
の
対
応
を
引
き
継
い
で
い
く
。
か
よ
う
に
補

任
権
が
戦
国
大
名
に
掌
握
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
一
方
で
、
北
条
氏
が
最
乗
寺
輪
住
制
に
干
渉
し
た
形
跡
は
未
見
で
あ
り
、
個
々
の
戦
国
大

名
に
よ
っ
て
そ
の
政
策
に
は
相
当
の
相
違
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
第
五
章
で
は
越
前
国
龍
沢
寺
の
輪
住
開
始
時
に
お
け
る
傑
堂
・
如
仲
門
派
の
対
応
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
開
山
梅
山
聞
本
の
置
文
に
よ

り
四
派
輪
住
と
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
梅
山
示
寂
後
一
四
年
間
輪
住
が
行
わ
れ
ず
、
さ
ら
に
置
文
に
反
し
て
第
一
の
越
後
国
村
上
耕
雲
寺
か
ら

で
は
な
く
、第
二
番
の
遠
江
国
大
洞
院
如
仲
天
誾
よ
り
始
ま
っ
た
と
い
う
。
経
済
状
況
な
ど
が
、輪
住
の
開
始
を
遅
ら
せ
た
要
因
と
推
測
し
た
。

　
第
六
章
で
は
、
東
海
地
方
を
中
心
に
展
開
す
る
如
仲
下
真
巌
派
の
遠
江
国
一
雲
斎
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
一
雲
斎
は
、
上
位
寺
院
に
位

置
す
る
太
源
開
山
の
仏
陀
寺
、
梅
山
開
山
の
龍
沢
寺
、
如
仲
開
山
の
大
洞
院
に
輪
住
の
義
務
を
負
っ
て
い
た
。
輪
住
年
が
重
な
っ
た
場
合
、「
住

山
記
牒
」
の
分
析
か
ら
、
真
巌
派
で
は
①
一
雲
斎
に
看
坊
を
立
て
る
、
②
他
派
僧
侶
が
一
雲
斎
の
輪
住
を
交
替
す
る
、
な
ど
の
方
法
で
上
位
寺

院
の
輪
住
を
優
先
さ
せ
つ
つ
輪
住
制
を
維
持
し
た
と
す
る
。

　
第
七
章
で
は
、東
海・関
東
地
方
に
展
開
す
る
如
仲
下
崇
芝
派
の
遠
江
国
石
雲
院
の
輪
住
制
を
考
察
し
て
い
る
。天
文
二
十
三
年（
一
五
五
四
）、

武
蔵
国
法
性
寺
住
持
章
山
祖
芳
が
輪
住
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
輪
住
帳
に
そ
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
理
由
を
考
察
し
、
石
雲
院
運
営
の
混

乱
を
招
い
た
責
任
を
取
っ
て
の
未
記
載
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
輪
住
帳
に
み
え
る
「
暦
住
」
と
い
う
他
輪
住
寺
院
の
輪
住
帳
に

は
み
ら
れ
な
い
文
言
に
つ
い
て
、「
代
住
」
と
同
義
語
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

　
第
八
章
で
は
、
三
河
国
龍
渓
院
の
輪
住
制
に
つ
い
て
考
察
し
、
さ
ら
に
龍
渓
院
が
在
地
領
主
・
庶
民
層
に
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い

た
か
祠
堂
銭
の
施
入
を
題
材
に
考
察
し
て
い
る
。
龍
渓
院
は
同
国
内
で
輪
住
制
を
と
る
が
所
在
す
る
西
三
河
ば
か
り
で
は
な
く
、
隣
接
す
る
尾

張
国
に
割
拠
す
る
在
地
領
主
層
か
ら
も
父
母
等
近
親
者
の
祠
堂
銭
が
施
入
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
取
次
僧
は
西
三
河
の
小
寺
庵
等
に
止
住
し
活
動
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す
る
禅
僧
達
で
あ
っ
た
。
時
に
敵
対
関
係
と
な
り
う
る
三
河・尾
張
の
人
々
が
そ
の
関
係
や
領
域
を
越
え
て
祠
堂
銭
を
施
入
し
て
い
た
こ
と
は
、

龍
渓
院
が
俗
的
関
係
を
越
え
た
寺
院
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
た
め
と
推
測
し
て
い
る
。

　
以
上
が
本
書
の
成
果
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
曹
洞
宗
の
発
展
の
重
大
な
要
因
と
さ
れ
な
が
ら
、
十
分
な
研
究
が
尽
く
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
が

た
い
輪
住
制
に
つ
い
て
、
そ
の
実
態
を
各
地
域
・
各
派
ご
と
に
史
料
に
あ
た
り
詳
細
に
論
じ
つ
つ
、
そ
の
全
体
像
を
見
渡
す
こ
と
で
、
曹
洞
宗

に
広
く
敷
か
れ
た
輪
住
制
を
め
ぐ
る
多
様
な
あ
り
か
た
が
初
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。本
書
で
は
中
世
に
広
く
行
わ
れ
た
が
故
に
、

画
一
的
な
理
解
が
な
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
輪
住
制
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
各
派
・
各
寺
院
そ
し
て
そ
れ
に
関
わ
る
戦
国
大
名
・
領
主
層
・
地

域
の
信
仰
者
の
あ
り
方
、
ひ
い
て
は
発
展
の
在
り
方
を
明
ら
か
に
し
、
相
違
点
と
共
通
点
を
描
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

か
よ
う
な
総
合
的
な
中
世
輪
住
制
の
研
究
は
い
ま
だ
無
く
、
中
世
曹
洞
宗
の
寺
院
展
開
史
を
研
究
す
る
上
で
今
後
は
必
ず
参
考
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
重
要
な
研
究
成
果
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
今
後
、
本
書
の
成
果
や
手
法
を
基
準
と
し
て
さ
ら
に
進
展
を
期
待
し
う
る
研
究
も
あ
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
本
書
で
明
ら
か
に
さ

れ
た
輪
住
制
と
は
反
対
に
独
住
制
を
と
っ
た
寺
院
と
の
差
な
ど
の
解
明
も
期
待
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
中
世
の
輪
住
制
を
近
世
・
近
代
に
廃
止
し

て
独
住
制
に
移
行
し
て
い
く
寺
院
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
輪
住
制
が
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
が
理
由
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
後
の

詳
細
な
事
例
発
掘
と
実
態
解
明
を
通
じ
て
さ
ら
に
議
論
が
進
展
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
よ
う
。

　
ま
た
既
に
著
者
が
博
士
論
文
に
お
い
て
論
じ
た
曹
洞
宗
の
展
開
と
美
術
・
文
化
に
つ
い
て
も
進
展
を
期
待
し
た
い
。
特
に
曹
洞
宗
寺
院
と
仏

師
等
の
関
係
に
つ
い
て
、
本
書
に
は
残
念
な
が
ら
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
。
紙
幅
な
ど
様
々
な
関
係
も
あ
っ
た
こ
と
と
察
す
る
が
、
そ
ち
ら
も
優

れ
た
成
果
で
あ
る
。
す
で
に
一
部
は
論
文
な
ど
で
活
字
に
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
、
改
め
て
刊
行
さ
れ
る
こ
と
も
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
永

平
寺
・
永
光
寺
を
は
じ
め
と
す
る
曹
洞
宗
展
開
の
初
期
拠
点
寺
院
と
院
派
仏
師
集
団
と
の
関
わ
り
が
存
し
た
よ
う
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
は
古
文

書
だ
け
で
は
な
く
、
彫
刻
・
美
術
な
ど
地
域
文
化
を
彩
る
様
々
な
総
合
的
な
事
例
か
ら
の
研
究
が
期
待
さ
れ
る
。

　
著
者
を
し
て
総
合
的
な
文
化
研
究
を
可
能
に
し
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
数
十
年
に
わ
た
り
地
道
に
史
料
を
読
み
解
き
な
が
ら
、
地
域
文
化

財
の
保
存
・
調
査
・
研
究
に
携
わ
り
続
け
て
こ
ら
れ
た
知
識
と
経
験
な
ど
で
あ
ろ
う
。
現
状
、
地
域
寺
院
史
料
の
総
合
的
な
保
存
・
調
査
・
研
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究
が
十
全
に
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
で
あ
ろ
う
。
今
後
と
も
著
者
の
貴
重
な
知
識
・
経
験
・
研
究
者
と
し
て
の
力
量
が
史
料
の
保
存
・

調
査
・
研
究
に
生
か
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
希
う
も
の
で
あ
る
。

（
吉
川
弘
文
館
・
二
〇
二
二
年
十
月
刊
・
四
六
二
頁
・
本
体
価
格
一
四
〇
〇
〇
円
＋
税
）
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